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　　課題をこなすのに、図書館を上手に賢く利用！どんな方法があるかはこの通り！

	キーワードを考える


そもそも、文献ってどう探すものでしょうか？　課題がでたら、それに関連する言葉をキーワードとして入力してみてください。その課題そのままの言葉がタイトルになっている資料ばかりではありません。様々な資料を引用することで文章の幅が広がります。

例えば「免疫学」についての課題がでたら、まずそのメインとなる言葉をキーワードで入力してみてください。

　そのように思いつくものを、どんどん調べてみるくせをつけましょう！

　　　キーワード例「免疫学」

　　　免疫　生化学　生物工学　生命環境　生命科学　

　よく課題等に利用される図書は一部カウンターに確保してありますのでご利用ください。

	ヴォート生化学第３版上下
	上８冊、下４冊
	請求記号　464/V

	有機化学実験８版
	６冊
	請求記号　437.07/Y

	化学実験事典 1,2
	１，２とも２冊ずつ
	請求記号　R432.03/K


	資料を探す


資料を探すには以下のステップがあります。

●学内の所蔵を探す

オンライン目録（ＯＰＡＣ）http://xxxxxxxxxxxx
本学図書館の蔵書（図書・雑誌）を調べることができます。

配置場所がxxxかxxかをよく気をつけてみること。

　また専門用語、百科事典等は「参考図書」コーナーにあります。また２階に「閉架書庫」（古い本、貴重書、１階に入りきれないものを収納）や、「雑誌閉架書庫」（雑誌のバックナンバーを製本したものが収納）がありますので、こちらも利用してください。

　わからないことがあればカウンターへお気軽にどうぞ！

●学外の所蔵を探す

1 近場で探したい時は？

習志野３大学（東邦大学習志野メディアセンター・日大生産工学部）検索　

　　　東邦大学　http://www.mnc.toho-u.ac.jp/nmc/
      日大生産　http://www.lib.cit.nihon-u.ac.jp/opac/index.html
2 確実に所蔵しているところを知りたい時は？

国立情報学研究所（NII）が全国の大学等の資料検索ができるデータベースを作成しており、学術論文、図書、雑誌、研究成果概要などの多様な学術方法を調べることができます。所蔵を調べるには以下のサービスが便利です。

NII（Web cat）：全国の大学図書館等の所蔵資料・雑誌が検索できる機能
　http://webcat.nii.ac.jp/
          NII（Web cat Plus）：キーワードを入力して、それに関連する資料を連想して検索してくれる機能　　http://webcatplus.nii.ac.jp/
　　　　③　日本で出版された全てのものから調べたい時は？

国立国会図書館HPでの検索（NDL-OPAC）。



http://opac.ndl.go.jp/index.html
●雑誌記事・論文について知りたい

①　学外の雑誌記事を調べたい時は？

　　国立国会図書館雑誌記事索引(NDL-OPAC)

　　　　　　　http://opac.ndl.go.jp/Process
2 雑誌・論文記事がどこに載っているか、どのような内容かを知りたい時は？

　科学技術振興機構「J Dream２」：内容の抄録付、日本語タイトル付与が特徴

　　　　　　　　http://ninsho.jst.go.jp/loginIP.html
3 雑誌記事・論文が掲載されている資料の所在を知りたい時は？

CiNii(サイニイ)：NII論文情報ナビゲータ：学術雑誌・紀要などを検索し、所蔵を調べることができる　　　　http://ci.nii.ac.jp/cinii/servlet/CiNiiTop#
4 海外の資料を検索してみたい時は？


　米国議会図書館（Library of Congress Online Catalogs）

 http://www.loc.gov/catalog/
      大英図書館（BLPC : The British Library Public Catalogue）
　http://blpc.bl.uk/
●新聞記事を調べたい

芝園では以下の新聞が新聞コーナーにあります。3ヶ月分は各新聞を保存しています

· 朝日新聞のみ縮刷版が2003年まで所蔵しております。

縮刷版は現物の新聞をそのまま縮小して冊子体にしたもので、巻頭の索引を使うと

関連するテーマの新聞記事が検索できます。

· オンラインは図書館のHPから見ることができます。

	一般紙
	朝日新聞・毎日新聞・読売新聞・東京新聞

ジャパンタイムズ
	HPよりオンラインリンク有

	専門紙
	日本経済新聞・フジサンケイビジネス
	日本経済のみオンラインリンク有

	地方紙
	千葉日報・北海道新聞・信濃毎日新聞

新潟日報・静岡新聞・中国新聞・西日本新聞、福島民報
	オンラインリンクなし


　また図書館のHPより「聞蔵II ビジュアル」へのアクセスも可能です。

これは国内最大級の新聞記事オンラインデータベースです。

　　　HPのデータベース検索→聞蔵IIビジュアルのアイコンからどうぞ。

	　資料を手に入れる


所蔵の調べがついたら、その資料をどうやって手に入れるかです。

図書館ではできうる限りあなたをサポートしますが、外部から資料そのものを取り寄せるサービスは行っていません。あなたはどういう形で情報を入手したいですか？

ここでは以下の場合について書いてみます。

1 直接その資料を見たい
2 必要な部分のコピーがあればいい
　　③　購入を希望する
　

　①直接その資料を見たい時には？
　　　●　xxまたはxxxで所蔵している場合　　　→→→書架で資料を探す。


　　　　＊xx生がxxxの資料を見たい時は以下の通り

1 直接xxxへ行く

2 「取り寄せ願」を出して取り寄せる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　●　習志野３大学の図書館で所蔵している場合　→→相手先を訪問する前に！

　　　　　　東邦大学・日大生産工学部の図書館とは協定が結ばれており、学生証を持って訪問すればサービスを受けられることになっています。他大学に比べると距離が近いこともあり、資料を早めに手に入れることができるようになっています。あらかじめ手に入れたい資料が具体的に決まっている際は、カウンターを通して先方に連絡してから訪問する方が確実です。

　　　　東邦大学習志野メデイアセンター　　http://www.mnc.toho-u.ac.jp/nmc/
　　　　日大生産工学部図書館　　　　http://www.lib.cit.nihon-u.ac.jp/opac/index.html
●　私工大懇話会連絡図書館で所蔵している場合　→相手先を訪問する前に！

　　　xxxx大学では関東地方の理工系私立大学12校と協定（私工大懇話会）を結んでいます。加盟館間の学生の閲覧・貸出などの利用が認められていますが各校で利用規則などが違うので、利用の際はまずカウンターにお越しください。

私工大懇話会加盟館はこちら↓

http://www.xxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxx
●　他大学の図書館で所蔵している場合　　　　→→相手先を訪問する前に！

　　　　　　上記以外の他大学で所蔵している場合は、カウンターで相手先に連絡を取り、紹介状を発行しますのでそれを持参してください（基本的に翌日発行）。

　　　　　　紹介状なしでいきなり訪ねた場合、閲覧できないこともあるので、ご注意を！

　　　●　国立国会図書館に所蔵している場合　


　１８歳以上なら誰でも利用できるので、直接行って見ましょう。利用時間などはＨＰで確認できます。      http://www.ndl.go.jp/
　　　●　公共図書館・専門図書館を利用する

　　　　　　学内にある資料が全て貸出されている場合、学外に行く余裕がなかった場合などには、最寄りの公共図書館を利用してみましょう。県内外の図書館との相互協力による資料の取り寄せなどのサービスを行っています。

　　　　　　また専門分野を取り扱う専門図書館の利用も選択肢の一つです。

　　

②必要な部分のコピーがあればいい
　　　この場合２つの方法があります。

1） 直接所蔵している機関に行って自分でコピーを取る

2） 図書館を通じて複写依頼を出す。

1） の場合は①の「直接その資料を見たい時には？」を参考にして、行動を起こしてください。行く前に図書館にご相談いただければ、お手伝いをいたします。お気軽にお越しください。

2） 図書館を通じて複写依頼を出す場合

　　xxx大で所蔵していない資料について、他大学や機関にコピーを依頼することができます。図書館が窓口になるので、直接交渉する必要はありません。

学外に文献複写を依頼する際には、「学外文献複写依頼書」を記入していただく

　　　　必要があります。用紙はカウンターに常備してあります。また図書館ＨＰ上の

　　　　「利用案内」に用紙の様式および書き方の見本がありますので、こちらもご利用　

　　　　ください。

　　　利用案内　http://xxxxxxxxxxxxxxxxxxxx
　

　　　　

　③購入を希望する場合は？
　　　　この場合、館内に常備してあります「希望図書購入依頼書」を記入して、カウンターでお申込みください。購入を希望された場合、優先的にその資料の貸出が可能です。資料が購入され貸出可能になったら、入り口脇掲示板にその旨を掲示しますので、掲示板のチェックをお願いします。

　　　　ただし全ての希望が通るわけではなく、品切れ・絶版などで入手困難な場合や、入手にかなりの時間がかかる場合があります。そのため必要な時期に資料が手に入らないことも予想されます。充分に余裕を持ってお申込みください。

　　　　　　

	検索Webサイト


キーワードを参考に、手がかりとなる単語やカテゴリーから関連サイトを検索しましょう。
●代表的なサーチエンジン
○「Yahoo!」 http://www.yahoo.co.jp/　

ディレクトリ型＝情報を人の手で分野分けして提供。

○「Google」 http://www.google.co.jp/
独自方式＝リンクを利用したページ分析による重要度判定を検索結果に反映

○「Ｇｏｏ」　http://www.goo.ne.jp
ロボット型＝自動処理プログラムが情報収集。ヒット数が多いが該当以外のものを含むことがある。

●電子ジャーナル

　　　図書館ＨＰのデータベース検索から、学内で利用できる

電子ジャーナルにアクセスできます。

以下のＵＲＬからどうぞ。

　　　　　　　　　 http://xxxxxxxxxxxxxxxxx
　　これらを検索するためのノートＰＣの貸出しを行っております。

カウンターまでお越しください。

課題をこなす調べ物技術





　学外に資料を探しに行くときには・・・


図書：　タイトル　著者名　出版社　出版年　ページ数


雑誌：　雑誌名　論文タイトル　著者名　巻号　ページ数　出版年


　　以上をメモしていくと探す時に便利です。またレポートに資料を引用するのに、これらの記録は必要となります。メモを取る癖をつけておくと後々便利！





学外にコピーを依頼すると・・・・


　学内でコピーを取ると１枚１０円ですが、学外に頼んだ場合は相手先が指定する金額×枚数分の代金と送料等がかかります。また送付されるまでに日数がかかることもあります。充分に余裕を持って依頼をするようにしてください。
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